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Ｃ-
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
、２
０
１
３
年
度
通

常
総
会
を
６
月
26
日（
水
）午
後
２
時

か
ら
、大
阪
市
立
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、第
６
期「
会
員
貢
献
度
評

価
制
度
」の
感
謝
状
の
贈
呈
式
も
行
い

ま
し
た
。感
謝
状
は
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ

賞（
大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
）34
会

員
、人
材
開
発
・
養
成
貢
献
賞（
大
阪

府
商
工
労
働
部
長
・
大
阪
市
市
民
局

長
）26
会
員
、会
員
貢
献
賞（
松
本
理

事
長
）９
会
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 2013年度通常総会　来賓者一覧表
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  （註）敬称略・順不同
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華崎　正英

杉本　佳英

内海　義春

元 大阪府企画調整部
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NECシステムテクノロジー株式会社

大阪ガス株式会社

(一社)おおさか人材雇用開発人権センター

阪急電鉄株式会社

大阪府中央卸売市場管理センター株式会社

近畿大学 教授

前 大阪ガス株式会社 副社長

前 大阪府労働政策監

前 大阪市市民局長

大阪企業人権協議会 事務長

役名 氏名 団体・企業名

●大阪府 労働政策監 高橋幸雄 氏
●大阪市 市民局長 村上栄一 氏
●部落解放同盟 大阪府連合会 執行委員長 北口末広 氏
●大阪労働局 職業安定部職業対策課 課長補佐 山口正強生 氏
●一般財団法人 大阪府人権協会 理事長 村井　茂 氏
●大阪同和・人権問題企業連絡会 理事長 井上龍生 氏
●大阪企業人権協議会 副会長 一井章弘 氏
●一般社団法人 公正採用人権啓発推進センタ－ 理事長 藤原安次 氏
●C-STEPの就職者で組織された「熱と光の会」 会長 永井　正 氏

  （註）敬称略・順不同

２
０
１
３
年
度
通

常
総
会
に
は
、１
０
１

９
会
員
の
う
ち
６
５
９

会
員（
委
任
状
を
含

む
）の
出
席
を
い
た
だ

き
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
に
た
っ
た
松
本

理
事
長
は
「
当
セ
ン

タ
ー
は
一
般
社
団
法
人

へ
の
移
行
を
め
ざ
し
ま

し
て
、昨
年
５
月
の
総

会
に
お
き
ま
し
て
１

０
０
０
会
員
の
４
分
の

３
以
上
の
８
４
８
会
員

の
ご
賛
同
を
え
ま
し

て
定
款
変
更
を
お
こ

な
い
、４
月
１
日
に
正

式
に
一
般
社
団
法
人
と

し
て
新
た
に
発
足
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、

雇
用
、労
働
環
境
に
つ

き
ま
し
て
は
雇
用
形

態
の
多
様
化
が
一
層
進

み
ま
し
て
、さ
ら
に
働

く
人
た
ち
の
職
業
観

も
大
き
く
変
化
し
て

お
り
ま
す
。こ
う
い
っ

た
変
化
す
る
環
境
社

会
に
い
か
に
迅
速
に
対

応
す
る
か
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。新
た
な
創
造

的
な
発
展
を
目
指
し

て
新
し
い
道
を
切
り

開
い
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

雇
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、当
セ
ン
タ
ー
発

足
以
来
最
高
の
１
１

８
名
を
数
え
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、改
革
に

よ
る
大
き
な
効
果
、成

果
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、こ
れ
ら
の

成
果
を
生
か
し
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、会
員
貢
献

度
評
価
顕
彰
に
つ
き

ま
し
て
は
、ご
貢
献
を

頂
き
ま
し
た
会
員
の

皆
様
に
、本
日
の
こ
の

総
会
に
お
き
ま
し
て
、

感
謝
状
の
贈
呈
を
行

わ
せ
て
頂
く
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ご
貢
献

は
企
業
の
価
値
を
高

め
、そ
し
て
、社
会
か

ら
大
き
な
評
価
や
賛

同
が
得
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ

の
こ
と
は
、何
よ
り
も

人
権
課
題
を
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
を

さ
れ
て
お
り
ま
す

I
S
O
２
６
０
０
０
の

国
際
規
格
に
も
全
く

合
致
す
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
21
世
紀
は
人

権
の
世
紀
と
言
わ
れ

ま
し
て
、早
く
も
10
年

以
上
が
経
過
を
い
た

し
ま
し
た
。こ
う
い
っ

た
厳
し
い
状
況
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
当
セ
ン

タ
ー
の
役
割
使
命
は
、

き
わ
め
て
重
い
も
の
で

あ
る
と
認
識
致
し
て

お
り
ま
す
。会
員
の
皆

様
方
に
は
今
後
と
も
、

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
を

申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
」と
挨
拶

し
ま
し
た
。

続
い
て
大
阪
府
知

事（
高
橋
労
働
政
策

監
代
読
）、大
阪
市
長

（
村
上
市
民
局
長
代

読
）、部
落
解
放
同
盟

大
阪
府
連
合
会・北
口

末
広
委
員
長
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
あ

と
、出
席
し
て
い
た
だ

い
た
ご
来
賓
の
紹
介

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、「
第
６

期
会
員
貢
献
度
評
価

顕
彰
制
度
」に
基
づ
く

評
価
顕
彰
会
員
の
感

謝
状
の
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。（
詳
細
・２

面
）感

謝
状
の
贈
呈
式

の
あ
と
２
０
１
３
年
度

通
常
総
会
に
移
り
、

議
長
団
に
参
天
製
薬

株
式
会
社
の
山
﨑
正

道
様
と
公
益
財
団
法

人
大
阪
府
保
健
医
療

財
団
の
安
田
洋
一
様
を

選
出
し
議
事
が
進
行

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
で
あ

る
議
事
録
署
名
人
に

参
天
製
薬
株
式
会
社

の
山
﨑
正
道
様
、公
益

財
団
法
人
大
阪
府
保

健
医
療
財
団
の
安
田

洋
一
様
、Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

の
松
本
理
事
長
を
選

出
し
た
後
、第
２
号
議

案
の「
２
０
１
２
年
度

事
業
実
施
報
告
」
を

日
東
電
工
株
式
会
社

の
中
島
弘
二
理
事
に
、

第
３
号
議
案
の「
２
０

１
２
年
度
決
算
報

告
」を
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の

濵
野
参
与
か
ら
、第
４

号
議
案
の「
２
０
１
２

年
度
監
査
報
告
」
を

阪
急
電
鉄
株
式
会
社

の
高
山
直
樹
監
事
か

ら
報
告
し
た
後
、第
２

号
議
案
か
ら
第
４
号

議
案
を
承
認
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

役
員
を
選
任
す
る

た
め
壇
上
に
お
い
て
第

２
回
理
事
会
を
開
催

し
、大
西
副
理
事
長
か

ら
役
員
の
推
薦
が
あ

り
全
会
一
致
で
承
認
し

ま
し
た
。そ
の
後
第
３

回
理
事
会
を
開
催
し
、

「
理
事
長
、副
理
事
長
、

専
務
理
事
」の
選
任

を
淡
路
理
事
か
ら
提

案
が
あ
り
全
会
一
致
で

承
認
し
ま
し
た
。
理

事
会
終
了
後
、第
５

号
議
案
を
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
の
植
並
理
事
か
ら

「
理
事
長
に
松
本
理

事
、副
理
事
長
に
倉
田

理
事
、専
務
理
事
に

松
原
理
事
」
を
選
任

し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

新
た
に
就
任
し
た

松
本
理
事
長
の
挨
拶

の
後
、第
６
号
議
案
の

「
２
０
１
３
年
度
の
事

業
計
画
」を
Ｎ
Ｅ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株
式
会
社
の
阿
部
建

市
理
事
か
ら
提
案
し

た
後
、第
７
号
議
案
の

「
２
０
１
３
年
度
収
支

予
算
の
件
」
を
濵
野

参
与
が
提
案
し
、全
て

の
議
案
を
全
員
の
拍

手
を
も
っ
て
承
認
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、閉
会
の
挨

拶
を
新
た
に
就
任
さ

れ
た
倉
田
清
副
理
事

長
よ
り「
わ
た
く
し
本

日
の
理
事
会
、総
会
に

お
き
ま
し
て
、皆
様
方

の
ご
推
挙
に
よ
り
副

理
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
倉
田
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
回
の
総

会
で
ご
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
事
業
計
画

は
も
と
よ
り
、雇
用
を

通
じ
た
人
権
尊
重
社

会
の
確
立
に
向
け
ま

し
て
皆
様
方
と
と
も

に
役
職
員
一
同
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。ま
た
、一

般
社
団
法
人
へ
の
移

行
を
契
機
に
障
が
い

者
を
は
じ
め
と
す
る
、

就
職
困
難
者
へ
の
支

援
が
よ
り
一
層
充
実
で

き
ま
す
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し

た
が
関
係
す
る
諸
団

体
、行
政
機
関
の
皆
様

に
は
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。そ
し
て
、会
員

の
皆
様
方
の
一
層
の
ご

繁
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。」と
挨
拶
を

行
い
、２
０
１
３
年
度

通
常
総
会
の
す
べ
て
の

議
事
が
終
了
し
ま
し

た
。

松本理事長の主催者代表挨拶

倉田副理事長の閉会挨拶

（一社）おおさか人材雇用開発人権センタ－
2013年度  通常総会を開催する

一般社団法人への移行を契機に、より一層の取り組みの強化を確認



（2）　通常総会特集号 C-STEPニュース 2013年7月10日

※
順
不
同

●就職マッチング賞・34会員
　会　員　名
株式会社阪食　
イオンリテ－ル株式会社　
株式会社ケ－エスケ－　
コカ・コ－ラウエスト株式会社　
社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪府済生会　
株式会社酉島製作所　
大鉄工業株式会社
学校法人近畿大学　
株式会社ダイヘン　
株式会社サンキ　
五洋建設株式会社　
阪急電鉄株式会社　
株式会社ダイエ－　
日本生命保険相互会社　
住友商事株式会社　
株式会社大阪屋　
株式会社クボタ　
コスモ警備保障株式会社　
株式会社ジェイア－ル西日本メンテック
ダイベア株式会社
近畿日本鉄道株式会社
株式会社栗本鐵工所
株式会社近商ストア
株式会社損害保険ジャパン
三菱マテリアル株式会社
社会福祉法人リベルタ
株式会社エヌ・ティ・ティ・マ－ケティングアクト
社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会中津病院
株式会社タクマ
資生堂販売株式会社
ＮＥＣシステムテクノロジ－株式会社
関西国際空港セキュリティ株式会社
新関西国際空港株式会社
サントリ－ホ－ルディングス株式会社

大
阪
府
知
事・大
阪
市
長
感
謝
状

※
順
不
同

株式会社阪食　
イオンリテ－ル株式会社　
阪急電鉄株式会社　
株式会社ダイヘン　
社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪府済生会　
日本生命保険相互会社　
ダイキン工業株式会社　
コカ・コ－ラウエスト株式会社　
株式会社近商ストア　
株式会社ケ－エスケ－　
クボタワ－クス株式会社　
株式会社ジェイア－ル西日本メンテック　
株式会社サンキ　
西日本旅客鉄道株式会社　
株式会社サクセス　
株式会社大阪屋　
株式会社酉島製作所
大鉄工業株式会社
新関西国際空港株式会社
大都美装株式会社
丸大食品株式会社
株式会社クボタ
イトキン株式会社
社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会中津病院
五洋建設株式会社
ダイベア株式会社

●人材開発・養成貢献賞・26会員
　会　員　名

大
阪
府
商
工
労
働
部
長・大
阪
市
市
民
局
長
感
謝
状 

積水ハウス株式会社　
日本生命保険相互会社　
新関西国際空港株式会社　
株式会社ＩＭＡＧＩＣＡ　
イトキン株式会社　
株式会社クボタ　
味の素株式会社　
みずほ証券株式会社　
株式会社サクセス

※
順
不
同

●会員貢献賞・9会員
　会　員　名

C-

S
T
E
P
松
本
理
事
長
感
謝
状

感 謝 状 受 賞 会 員 一 覧

第
６
期
評
価
顕
彰
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
委
員
名
簿

※
敬
称
略

奥
田　

均　
（
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授
）

梶
川　

伸　
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
客
員
教
授・元
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
論
説
委
員
）

吉
野　

隆
之（
大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室
就
業
促
進
課
課
長
）

山
藤　

昭
雄（
大
阪
市
市
民
局
市
民
部
就
労
対
策
担
当
課
長
）

内
海　

義
春（
大
阪
企
業
人
権
協
議
会
事
務
長
）

第
７
期
評
価
顕
彰
に

つ
い
て

　

第
７
期
の
評
価
表

は
２
０
１
３
年
度
通

常
総
会
議
案
書
57
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。評
価
期
間
は
２
０

１
３
年
４
月
か
ら
２
０

１
４
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
で
す
。申
請
の
受

付
は
２
０
１
４
年
４
月

に
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●

●

●

●

●

●

２
０
１
３
年
度

Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
会
費
納

入
の
お
願
い

　

２
０
１
３
年
度
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
通
常
総
会

を
６
月
26
日（
水
）に

終
え
、２
０
１
３
年
度

会
費
請
求
書
を
６
月

28
日（
金
）に
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。会
費
の
納
入
期

限
は
７
月
末
日
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
早
期
の

納
入
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

第
１
期
評
価
・
顕
彰

シ
ス
テ
ム
導
入
検
討
委

員
会
は
、２
０
０
２
年

７
月
に
設
置
さ
れ
、長

年
に
わ
た
り
成
果
を

出
し
努
力
を
続
け
て
い

る
会
員
が
社
会
貢
献

に
取
り
組
ん
で
い
く
、

あ
る
い
は
後
に
続
く
会

員
の
刺
激
と
な
り
、社

会
へ
の
問
題
提
起
と
も

な
る
よ
う
な
評
価
・
顕

彰
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

○
第
１
期
は
、評
価

期
間
を
１
９
８
１
年
度

か
ら
２
０
０
１
年
度
の

21
年
間
と
し
て
、協
議

検
討
し
た
結
果
94
会

員
を
決
定
し
２
０
０
３

年
度
通
常
総
会
で
表

彰
し
ま
し
た
。

○
第
２
期
は
、２
０

０
３
年
10
月
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、評
価

項
目
は
前
主
旨
に
添
っ

た
評
価
表
を
作
成
し
、

実
績
の
評
価
期
間
を
２

０
０
２
年
４
月
か
ら
２

０
０
７
年
３
月
末
の
５

年
間
と
し
て
、協
議
検

討
し
た
結
果
、総
合
評

価
賞
と
し
て
48
会
員
、

部
門
賞
と
し
て
雇
用

部
門
賞
と
人
材
養
成

部
門
賞
を
設
け
、そ
れ

ぞ
れ
10
会
員
を
決
定

し
、２
０
０
７
年
度
通

常
総
会
で
表
彰
し
ま

し
た
。

○
第
３
期
は
、２
０

０
７
年
２
月
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、評
価

期
間
を
２
０
０
７
年
４

月
か
ら
２
０
１
０
年
３

月
ま
で
の
３
年
間
と
し
、

１
年
度
ご
と
に
評
価
と

顕
彰
を
行
う
４
つ
の
部

門
賞
に
、３
年
間
で
延

べ
１
４
０
会
員
が
選
出

さ
れ
各
年
度
の
通
常
総

会
で
表
彰
し
ま
し
た
。

３
年
間
で
評
価
す
る
総

合
賞
に
23
会
員
を
決

定
し
２
０
１
０
年
度
通

常
総
会
で
表
彰
し
ま

し
た
。

○
第
４
期
は
、２
０

１
０
年
３
月
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、評
価

期
間
を
１
年
間
と
す

る
と
と
も
に
感
謝
状
は
、

就
職
マッ
チ
ン
グ
賞
、人

材
開
発・養
成
貢
献
賞
、

会
員
貢
献
賞
を
設
け

る
こ
と
に
し
、３
賞
で

45
会
員
が
２
０
１
１
年

度
通
常
総
会
で
表
彰

し
ま
し
た
。

○
第
５
期
は
、２
０

１
１
年
３
月
に
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、評
価

期
間
を
１
年
間
と
す

る
と
と
も
に
感
謝
状
は
、

就
職
マッ
チ
ン
グ
賞
、人

材
開
発・養
成
貢
献
賞
、

会
員
貢
献
賞
を
設
け

る
こ
と
に
し
、３
賞
で

57
会
員
が
２
０
１
２
年

度
通
常
総
会
で
表
彰

し
ま
し
た
。

最
初
に
、司
会
者
よ

り
、第
６
期
感
謝
状
贈

呈
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
中
で
、「
第
６
期
は

２
０
１
２
年
４
月
に
検

討
委
員
会
を
設
置・協

議
し
、評
価
期
間
を
１

年
間
と
し
感
謝
状
は
、

「
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
賞
」、

「
人
材
開
発
・
養
成
貢

献
賞
」、「
会
員
貢
献

賞
」を
設
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

そ
れ
に
基
づ
き
今
回

の
評
価
・
顕
彰
の
審
査

は
２
０
１
３
年
５
月
13

日（
月
）に
開
催
さ
れ
た

第
６
期
評
価
・
顕
彰
検

討
委
員
会
で
審
査
し
て

い
た
だ
き
、エ
ン
ト
リ
ー

さ
れ
た
３
２
８
会
員
の

中
か
ら
、就
職
マッ
チ
ン

グ
賞
34
会
員
、人
材
開

発・養
成
貢
献
賞
26
会

員
、会
員
貢
献
賞
９
会

員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。」と
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、選
出
さ
れ

た
会
員
を
代
表
し
て

株
式
会
社
阪
食
様
、大

鉄
工
業
株
式
会
社
様
、

株
式
会
社
酉
島
製
作

所
様
、株
式
会
社
ケ
ー

エ
ス
ケ
ー
様
、株
式
会

社
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ａ
様
、

の
５
会
員
に
壇
上
に
上

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

初
に
就
職
マ
ッ
チ

ン
グ
賞
を
受
賞
さ
れ
た

34
会
員
が
紹
介
さ
れ
、

代
表
し
て
株
式
会
社

阪
食
様
、大
鉄
工
業
株

式
会
社
様
に
、大
阪
府

の
高
橋
労
働
政
策
監

と
大
阪
市
の
村
上
市

民
局
長
か
ら
、人
材
開

発
・
養
成
貢
献
賞
に
は

26
会
員
が
受
賞
さ
れ
、

代
表
し
て
株
式
会
社

酉
島
製
作
所
様
、株
式

会
社
ケ
ー
エ
ス
ケ
ー
様

に
、そ
れ
ぞ
れ
大
阪
府

の
高
橋
労
働
政
策
監

と
大
阪
市
の
村
上
市

民
局
長
か
ら
、会
員
貢

献
賞
に
は
９
会
員
が
受

賞
さ
れ
、代
表
し
て
株

式
会
社
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｃ

Ａ
様
に
、Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の

松
本
理
事
長
か
ら
、感

謝
状
の
贈
呈
が
あ
り

ま
し
た
。

大阪府の高橋労働政策監から商工労働部長の感謝状の贈呈

感謝状受領代表会員

大阪府の高橋労働政策監から大阪府知事の感謝状の贈呈

大阪市の村上市民局長から大阪市長の感謝状の贈呈

大阪市の村上市民局長から市民局長の感謝状の贈呈

C-STEPの松本理事長から感謝状の贈呈

　

第
６
期「
会
員
貢
献
度
評
価
顕
彰

制
度
」に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た
会
員

を
顕
彰
す
る
た
め
、就
職
マ
ッ
チ
ン
グ

賞
に
は
大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
か

ら
、人
材
開
発
・
養
成
貢
献
賞
に
は

大
阪
府
商
工
労
働
部
長
・
大
阪
市
市

民
局
長
か
ら
、会
員
貢
献
賞
に
は
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
松
本
理
事
長
か
ら
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

　

会
員
貢
献
度
評
価

　
　

顕
彰
制
度
の
経
緯

Ｃ-ＳＴＥＰの貢献会員に
就職マッチング賞（大阪府知事・大阪市長）

人材開発・養成貢献賞（大阪府商工労働部長・大阪市市民局長）
会員貢献賞（Ｃ-ＳＴＥＰ松本理事長）の感謝状を贈呈


